
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

本計画書は、港湾法第三条の三の規定に基づき、 
 

・ 平成 ９年１０月石狩湾新港地方港湾審議会 

・ 平成 ９年１１月港湾審議会第１６４回計画部会 

 

の議を経、その後の変更については 

 

・ 平成１６年 ５月石狩湾新港地方港湾審議会 

・ 平成１６年 ８月石狩湾新港地方港湾審議会 

・ 平成１６年１１月交通政策審議会第１２回港湾分科会 

・ 平成１８年 ３月石狩湾新港地方港湾審議会 

・ 平成２０年 １月石狩湾新港地方港湾審議会 

・ 平成２０年 ３月交通政策審議会第２９回港湾分科会 

・ 平成２１年 ６月石狩湾新港地方港湾審議会 

・ 平成２５年 １月石狩湾新港地方港湾審議会 

・ 平成２５年 ２月交通政策審議会第５１回港湾分科会 

・ 平成２５年１０月石狩湾新港地方港湾審議会 

・ 平成２５年１２月交通政策審議会第５４回港湾分科会 

 

の議を経た石狩湾新港の港湾計画を改訂するものである。 
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Ⅰ 港湾計画の方針 

 

石狩湾新港は、北海道の日本海側に臨む石狩湾沿岸のほぼ中央、石狩

湾に流入する石狩川と新川の間に位置し、昭和４５年７月に閣議決定さ

れた「第３期北海道総合開発計画」及び昭和４７年８月に北海道開発庁

が策定した「石狩湾新港地域開発基本計画」において流通港湾として計

画され、昭和４８年４月重要港湾に指定された。平成６年に国際貿易港

として開港して以降、平成９年に外貿定期コンテナ航路が開設され、平

成２３年には日本海側拠点港（ＬＮＧ）に選定された。 

 

石狩湾新港は、北海道の政治・経済の中心である札幌圏を背後に擁し

た、北海道日本海側を代表する国際貿易港である。平成２６年における

取扱貨物量（速報値）は、５３５万トン（外貿２８０万トン、内貿２５

５万トン）、外貿コンテナ貨物は４７，６６２ＴＥＵに達し、約３，００

０ヘクタールの開発規模を誇る石狩湾新港地域に集積する製造業や運

輸・倉庫業等の物流拠点としての役割に加え、札幌圏の産業を支える拠

点として、さらには北海道のエネルギー供給拠点として、その役割を着

実に果たしてきている。 

 

石狩湾新港の対岸は、経済成長の著しい東アジア地域や極東ロシア地

域となっており、これら地域と札幌圏を結ぶ国際海上輸送の拠点として

の役割や、農水産品をはじめとする「北海道の食」を中心とした国内海

上輸送の拠点としての役割が期待されているとともに、本港及び小樽港

がそれぞれの特性を活かしつつ連携し、北海道日本海側物流の効率化や

災害時におけるリダンダンシー機能の確保が求められている。また、Ｌ

ＮＧ輸入などをはじめとする北海道のエネルギー供給拠点として、更に

は、風力発電施設をはじめとする多種多様なエネルギーを利活用し、北

海道民の生活や産業を支えていくことが期待されている。 
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近年、石狩湾新港地域における冷凍冷蔵倉庫をはじめとする企業集積

に伴い、外貿コンテナ貨物が増加しており、コンテナの取扱機能の強化

が求められている。また、札幌圏に立地する企業の競争力を支えるため、

バルク貨物船の大型化などに対応した国際海上及び国内海上輸送機能の

強化が求められている。加えて、取扱貨物の集約化による埠頭機能の再

編や利用実態を見据えた計画的な施設の維持管理・更新が求められてい

る。 

石狩湾新港は、北海道内の人口が集中する札幌圏に位置することから、

災害時における緊急物資輸送拠点としての役割が大きいほか、太平洋側

港湾のリダンダンシー機能の確保が求められている。また、物流機能と

調和した親水空間の確保や、海洋性レクリエーション機能の導入が求め

られている。 

 

このような情勢に対応し、石狩湾新港地域に集積する企業の物流拠点

として、また、札幌圏の経済と市民生活の安全・安心を支える交通基盤

として、石狩湾新港の一体的かつ効果的な運営が促進されるよう、平成

４０年代前半を目標年次として、以下のように港湾計画の方針を定め、

港湾計画を改訂するものである。 

 

（１）札幌圏を核とする日本海側の流通拠点港湾としての機能強化 

① 対岸諸国等の経済発展の活力を取り込むため、外貿ユニットロー

ド機能の強化を図り、物流の効率化等に寄与する。 

② 企業の競争力を支えるため、バルク貨物船の大型化に対応し、輸

送コストの低減を図る。 

③ 港内に点在するリサイクル貨物の集約化等に対応するため、埠頭

機能の再編を図る。 

④ 背後地域や企業の要請に対応し、内貿ユニットロード機能を強化

し、北海道日本海側における国内物流の活性化に寄与する。 
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⑤ 船舶の物資補給等の利用実態を踏まえ、既存施設の計画的な維持

管理に配慮しつつ、港湾施設の機能転換を図る。 

 

（２）地域的特性を活かした産業の活性化を支える機能の強化 

① ＬＮＧや再生可能エネルギー等の北海道を代表するエネルギー

供給拠点として、多種多様なエネルギーの活用を推進する。 

② 石狩湾新港地域内の冷凍冷蔵倉庫群等により、国内外の食料輸送

の拠点化を推進する。 

③ 臨海部活性化のため、新たな産業の立地を促進し、地域経済の活

性化に寄与する。 

 

（３）環境との共生・循環型社会の形成 

① アジア諸国との更なる静脈物流ネットワークの構築を目指し、循

環型社会の形成に寄与する。 

② 港湾活動における低炭素化の取組に向けた再生可能エネルギー

源の利活用等に寄与するため、港湾の整備や管理運営に支障を生じ

ない形で、風力発電施設の導入を図る。 

 

（４）防災機能の強化及び復旧・復興体制の構築 

① 物流機能の継続や早期復旧に向けた港湾の事業継続計画（港湾Ｂ

ＣＰ）の策定に取り組み、背後地域等と一体となり、自然災害のリ

スクに対応する。 

② 大規模災害発生時において、札幌圏への緊急物資輸送を行うため、

耐震性の高い港湾施設を確保し地域の防災力向上を図る。 

③ 大規模災害に備え、復旧・復興の広域的な支援ができるよう、体

制の構築を図り、安全・安心の確保に貢献する。 

 

（５）賑わいのある港湾空間・交流空間の形成 

① 物流機能と調和した、親水空間の確保や海洋性レクリエーション
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機能の導入を図る。 

 

（６）港湾空間のゾーニング 

多様な機能が調和し、質の高い空間を形成するため、港湾空間を以下

のように利用する。 

 

① 東地区西部、花畔
ばんなぐろ

地区及び樽川
た る か わ

地区の中央水路沿い、西地区東部

は、物流関連ゾーンとする。 

② 中央地区、西地区中央部、本港地区西部は、エネルギー関連ゾー

ンとする。 

③ 東地区東部は、緑地レクリエーションゾーンとする。 

④ 花畔
ばんなぐろ

地区西南部、樽川
た る か わ

地区中央部及び東部は、港湾業務関連ゾー

ンとする。 

⑤ 花畔
ばんなぐろ

地区及び樽川
た る か わ

地区西部は、生産ゾーンとする。 

⑥ 花畔
ばんなぐろ

地区及び樽川
た る か わ

地区の海側一帯は、環境保全ゾーンとする。 

⑦ 西地区西部は、廃棄物処理ゾーンとする。 

⑧ 中央水路地区奥部は、留保ゾーンとする。 
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Ⅱ 港湾の能力 

 

目標年次（平成４０年代前半）における取扱貨物量を次のように定め

る。 

 

取

扱

貨

物

量 

外    貿 ９００万トン    

内    貿 ４９０万トン    

合    計 １,３９０万トン    
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Ⅲ 港湾施設の規模及び配置 

 

港湾の多様な機能が調和し、質の高い港湾空間を形成するため、既存

の港湾施設の適切な維持管理とその有効利用を図りつつ、新たに港湾施

設の規模及び配置を以下のとおり計画する。 

 

１ 公共埠頭計画 

１－１ 東地区 

取扱貨物の集約化に対応するとともに、金属くず等の外内貿ばら積み

貨物を取り扱うため、公共埠頭を次のとおり計画する。 
 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２４０ｍ［新規計画］ＥＴ－４ 

埠頭用地 １２ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）［新規計画］ 
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１－２ 花畔
ばんなぐろ

地区 

（１）外貿コンテナ埠頭 

コンテナ貨物の需要に対応するため、外貿コンテナ埠頭を次のとお

り計画する。 

 

水深１０ｍ 岸壁２バース 延長３７０ｍ（コンテナ船用） 

               ［既設の変更計画］ＢＴ－１，２ 

埠頭用地 １１ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地) 

（うち既設６ｈａ）［既設の変更計画］ 

 

既設 

花畔地区 

水深１０ｍ 岸壁２バース 延長３７０ｍ  

埠頭用地 ６ｈａ 

 

水深１０ｍ 岸壁３バース 延長５１０ｍ 

［既定計画］ＢＴ－５，６，７ 

埠頭用地 １２ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地) 

［既定計画］ 

 

１－３ 樽川
た る か わ

地区 

水深５.５ｍ 岸壁２バース 延長２００ｍ 

［既定計画］ＴＴ－６，７ 

埠頭用地 ２ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地) 

［既定計画］ 
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１－４ 西地区 

再利用資材や石灰石等の外内貿ばら積み貨物を取り扱うため、公共埠

頭を次のとおり計画する。 

 

水深１２ｍ 岸壁１バース 延長２４０ｍ［新規計画］ＷＴ－２ 

埠頭用地 ７ｈａ（荷さばき施設用地及び保管施設用地）［既定計画］ 
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２ 水域施設計画 

係留施設を含む埠頭の計画に対応して、航路及び航路・泊地、泊地を

次のとおり計画する。 

２－１ 航路 

中央航路 水深１４～１５ｍ 幅員３５０ｍ（工事中） 

［既定計画の変更計画］ 

 

既定計画 

中央航路 水深１０～１５ｍ 幅員３００～３５０ｍ 

 

 

２－２ 航路・泊地 

東地区 

 水深１２ｍ 面積２８ｈａ［既設の変更計画］ 

 

既設 

東地区 

 泊地 水深１０ｍ 面積３５ｈａ 

 

 

西地区 

 水深１２ｍ 面積１５ｈａ［既設の変更計画］ 

 

既設 

中央航路 水深１０ｍ 幅員３００ｍ 
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中央水路地区 

水深１０ｍ 面積１１ｈａ［既定計画］ 

 

２－３ 泊地 

東地区 

水深１２ｍ 面積１ｈａ［既設の変更計画］ 

 

既設 

東地区 

水深１０ｍ 面積３５ｈａ 

 

西地区 

水深１２ｍ 面積１ｈａ［新規計画］ 

 

中央水路地区 

水深５.５ｍ 面積３ｈａ［既定計画］ 

水深１０ｍ  面積８ｈａ［既定計画］ 
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３ 小型船だまり計画 

漁船、遊漁船のための小型船だまりを次のとおり計画する。 

 

３－１ 東地区 

泊地  水深３ｍ 面積３ｈａ［既定計画の変更計画］ 

物揚場 水深３ｍ 延長１２０ｍ［既定計画の変更計画］ 

船揚場 延長９０ｍ［新規計画］ 

埠頭用地 １ｈａ[新規計画] 

 

既定計画 

物揚場 水深３ｍ 延長２００ｍ 

埠頭用地 １ｈａ 

 

３－２ 花畔
ばんなぐろ

地区 

既定計画どおりとする。 

 

既定計画 

泊地  水深４.５ｍ 面積１ｈａ 

物揚場 水深４.５ｍ 延長９５ｍ 

物揚場 水深３ｍ 延長４１０ｍ（うち２６０ｍ既設） 

埠頭用地 ３ｈａ（うち２ｈａ既設） 
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４ 臨港交通施設計画 

港湾における交通の円滑化を図るとともに、港湾と背後地域とを結ぶ

ため、臨港交通施設を次のとおり計画する。 

 

４－１ 東地区 

臨港道路船だまり線 

 起点 東地区船だまり  終点 臨港道路東線  ２車線 

[既定計画の変更計画] 

 

既定計画 

臨港道路船だまり線 

起点 東地区船だまり  終点 臨港道路東線  ２車線 

 

 

４－２ 花畔
ばんなぐろ

地区 

臨港道路花畔
ばんなぐろ

幹線 

起点 花畔
ばんなぐろ

埠頭  終点 道道小樽石狩通  ４車線 

[既設の変更計画] 

 

既設 

臨港道路花畔
ばんなぐろ

幹線 

起点 花畔
ばんなぐろ

埠頭  終点 道道小樽石狩通  ４車線 
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Ⅳ 港湾の環境の整備及び保全 

 

１ 廃棄物処理計画 

本港において処理する廃棄物の種類及び量並びにその処理施設用地に

ついて、以下のとおり計画する。 

 

（１）  港湾において発生の見込まれる浚渫土砂合計９７万ｍ3 を埋立処

分するため、次のとおり海面処分用地を計画する。 

 

東地区 

   海面処分用地 ２５ｈａ［新規計画］ 

中央地区 

   海面処分用地 １７ｈａ［新規計画］ 

 

２ 港湾環境整備施設計画 

本港において良好な港湾の環境の形成を図るため、港湾環境整備施設

について以下のとおり計画する。 

 

（１）  来訪者が集う賑わい空間として、緑地を次のとおり計画する。 

 

東地区 

    緑地 ６ｈａ［既定計画の変更計画］ 

 

既定計画 

東地区 

   緑地 ４ｈａ 
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Ⅴ 土地造成及び土地利用計画 

港湾施設の計画に対応するとともに、港湾の多様な機能が調和し、質

の高い港湾空間の形成を図るため、土地造成計画及び土地利用計画を次

のとおり計画する。 

 

１ 土地造成計画 

単位：ｈａ 

  
埠頭 

用地 

港湾関 

連用地 

工業 

用地 

交通機 

能用地 

危険物 

取扱施 

設用地 

緑地 
公共 

用地 

海面処 

分用地 
合計 

東地区 
(13)   (1)  (6)  (25) (46) 

13   1  6  25 46 

中央 

地区 

    
 

  (17) (17) 

    
 

  17 17 

花畔 

地区 

(1) 
   

 
 

 
 

(1) 

1 
   

 
 

 
 

1 

樽川 

地区 
    

 
  

 
 

    
 

  
 

 

西地区 
(7) 

   
 

  
 (7) 

7 
   

 
  

 7 

合計 
(20) 

  
(1) 

 
(6) 

 
(42) (70) 

20 
  

1 
 

6 
 

42 70 

注１）（ ）は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する区域の保全に、特に密接に関連する

土地利用計画で内数である。 

注２）端数整理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。 
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２ 土地利用計画 

単位：ｈａ 

  
埠頭 

用地 

港湾関 

連用地 

工業 

用地 

交通機 

能用地 

危険物 

取扱施 

設用地 

緑地 
公共 

用地 

海面処 

分用地 
合計 

東地区 
(45)   (3)  (7)  (25) (80) 

45   3  7  25 80 

中央 

地区 

    (52)   (17) (69) 

    52   17 69 

花畔 

地区 

(34) 
  

(16)  (1) (55) 
 

(106) 

34 67 646 93  502 55 
 

1397 

樽川 

地区 

(18) 
  

(8)  (1) (32)  (59) 

18 321 336 73  528 32  1,308 

西地区 
(22) (5) (29) (8)  (3) 

 
(41) (109) 

22 5 29 8  3 
 

41 109 

合計 
(119) (5) (29) (35) (52) (12) (87) (83) (421) 

119 393 1,011 177 52 1,040 87 83 2,962 

注１）（ ）は、港湾の開発、利用及び保全並びに港湾に隣接する区域の保全に、特に密接に関連する土

地利用計画で内数である。 

注２）端数整理のため、内訳の和は必ずしも合計とはならない。 
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Ⅵ その他重要事項 

１ 国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能するために必

要な施設 

 

今回新規に計画する施設及び既に計画されている施設のうち、本港が

国際海上輸送網又は国内海上輸送網の拠点として機能するために必要

な施設は以下のとおりである。 

 

東地区 

泊地 水深１２ｍ 面積１ｈａ［既設の変更計画］ 

航路・泊地 水深１２ｍ 面積２８ｈａ［既設の変更計画］ 

岸壁１バース 水深１２ｍ 延長２４０ｍ［新規計画］ＥＴ－４ 

 

西地区 

泊地 水深１２ｍ 面積１ｈａ［新規計画］ 

航路・泊地 水深１２ｍ 面積１５ｈａ［既設の変更計画］ 

岸壁１バース 水深１２ｍ 延長２４０ｍ［新規計画］ＷＴ－２ 
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２ 大規模地震対策施設計画 

 

今回計画している施設のうち、以下の施設について、大規模地震災害

が発生した場合に物資の緊急輸送、住民の避難等に供するため、大規模

地震対策施設として計画する。 

 

花畔地区 

水深１０ｍ 岸壁１バース 延長１７０ｍ ［既定計画］ＢＴ－７ 

 

水深１０ｍ 岸壁１バース 延長１７０ｍ ［既設］ＢＴ－３ 

埠頭用地 ３ｈａ（荷さばき施設用地）  ［既設］ 

臨港道路花畔
ばんなぐろ

幹線 

起点 花畔
ばんなぐろ

埠頭  終点 道道小樽石狩通  ４車線 ［既設］ 

 

３ 港湾及び港湾に隣接する地域の保全 

大規模災害発生時における港湾物流機能の低下を最小限に抑えるとと

もに、早期機能回復を図るため、石狩湾新港関係者とともに「港湾の事

業継続計画（港湾ＢＣＰ）」の策定に取り組むこととする。 

 

４ 港湾施設の利用 

（１）物資補給等のための施設 

作業船、避難船等の待機並びに物資補給の用に対応するため、既存

施設を有効活用し、物資補給等のための施設を次のとおり計画する。 

 

東地区 

水深７.５ｍ 岸壁１バース 延長１３０ｍ（物資補給岸壁） 

［既設］ＥＴ－２ 


